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われわれはACカロリメトリ法を用いて･BaTiO 3 ISrTiO 3 ･KMnF3 ･NaN02 など

の相転移点近傍で比熱の詳細な様相を調べたoこのそれぞれに関 して ,理論的検討の際

にどのような点が問題になるか議論 した｡

1) BaTi03 の比熱

BaTi03は常誘電柏から強誘電相-一次相電移をする｡比熱の相転移点近傍の温度紋

存性に関しても,それを反映 した様相があらわれる｡Drougard-Huibregtseが誘電測

定から決めたFreeenergyの係数 を使 って ,比熱の温度匪存性が説明できることを示し

た｡ したがって,このfreeenergyからclampedした結晶のfreeerlergyをもとめ(

このばあい二次相転移になる),比熱の二次相転移点におけるいわゆる､とび ′ を見積

ることができる｡この､とび ′ の大きさは,Onodera,Lines,Nishikaze-Nayaがそ

れぞれ行なっているAizu理論から出発 した理論によって,Tiイオンのポテンシャルの

形を推定するとき重要な役割 を果す｡

2) SrTiO 3 ,KMnF3 の比熱

SrTiO 3･K耽 F3の相方 ともに立方相からT25モー ドの不安定によって正方相-相転

移をする｡前者ではsoftmodeがほとんどunderdampedであるのに対 し,後者 では

overdampedであることが知られている｡われわれは比熱測定から,SrTi03の比熱の

相転移点近傍の異常部分の約 3倍の異常部分がKMnF3ではあらわれることを示した｡

このことは,それぞれのsoftmodeのdampingの大きさと関連しているのではないか

と推論 したO全 く同様の観点から,KI)P,DKDPの比熱の異常部分に関して,従来KDP

I)KDPの非常に大きい比熱の異常量は softmodepictureでは理解できないのではな

いか といわれているが,oIJerdamped softmodeということを積極的にとりいれた

理論で理解できるのではないかと推論した｡

3)NaN02 の比熱

NaN02 の二次相転移は ,強誘電相転移ではなく反強誘電相転移であるので,典型的
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な双極系でありながら長距離的な双極子双極子相互作用はその相転移の臨界現象で重要

な役割をしない｡したがって ,臨界領域は強磁性体,反強磁性体 と同じように広いと考

えられる｡NaN02 の比熱 はそのことを反映した様相を示す｡しかし,NaN0 2 のばあ

い(多くの強 ,反弓蹄 電体のばあい )には相転移点の圧力依存性が著 しく,そのばあい

CpとCvの差が大きくな り,CpとCvのいずれを用いて臨界指数を解析するかを慎重に

検討 されねばならない｡NaN02 の比熱の臨界指数を帯電率の臨界指数と同じ程度の精

度で決定する方法はいまのところない｡

rDIO2-


